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拝啓
本誌第 52巻 7号に掲載されました短報「舌咽，迷走神経
障害をともなった Churg-Strauss症候群の 1例」（臨床神経 

2012;52:507-510）を興味深く拝読いたしました．本論文の要
旨で，Churg-Strauss症候群において，「とくに舌咽・迷走神
経といった下位脳神経障害の報告は過去に 1例のみと稀少な
ため報告する．」と結論されており，その 1例として，1998

年のMazzantini et al.の報告 1）が引用されています．しかし
ながら，Churg-Strauss症候群に片側声帯麻痺を呈した症例 2），
両側副神経・片側舌下神経麻痺が合併した症例 3）も報告さ
れていることをお伝えしたく，拙稿をしたためた次第です．
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